
 

 

 

 

 
 

銭座小で調理を行う給食、あと５回 

９月から、本校の給食も中部給食センターで調理されたものが配送され

てくる方式に変更となります。 

（変更に伴う臨時の登校日設定等、何かとご迷惑をおかけしております。） 

 これに伴い、本校給食室で調理した給食を食べることができるのは、

あと５回となりました。 
 

 調理室が閉じるのを前に、本校の給食がいつ始まったのかを関係資料で調べてみました。 

 明治３５年の開校までさかのぼってみましたが、明治・大正時代には給食に関する記録を見

付けることはできませんでした。購買部があったという記録はありましたので、もしかすると

食品販売の可能性はありますが、給食の実施はなかったと思われます。 

その後の記録に、「昭和２６年６月 給食室竣工」とありますので、遅くとも昭和２６年には

本校で給食が作られ始めたと言えるでしょう。 

ちなみに、本校は昭和２３年に被爆校舎の改修が終わり、 

授業が再開されています。また、学校給食法が制定され、 

全国的に給食が制度化されたのは昭和 29年です。ですか 

ら、その前の昭和２６年から給食が開始されていたという 

事実は、銭座小がいかに先進的で恵まれていた学校であっ 

たかを物語っていますね。さすが歴史と伝統ある中心校です！ 
 
このような歴史ある給食室での調理が終わりを迎えるのは、やはりさびしいですね。 

本校卒業の保護者の方も多くいらっしゃいますので、給食の懐かしい思い出がおありかもしれ

ませんね。 

先月は、暑くなる前にと、体育館で「給食調理員さんに感謝の気持ちを伝える会」を行いま

した。調理員さんへ感謝の思いを伝えるとともに、これからも食べ物を大切にし、命をいただ

いていることの感謝を忘れないよう再確認しました。 

 

 

 

 
 

 

＜本校給食調理室の様子＞ 

 

銭座小 学校だより 
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